
 

 

 

 

 

 

令　和　６　年　度　第　４　回 

定　期　監　査　結　果　報　告　書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川市監査委員 

 



１　監査の対象 

　　市民課、都市計画課、水道課 

　　 

２　監査の範囲 

　　令和５年度における財務に関する事務の執行等 

 

３　監査の期間 

　　令和７年１月８日（水）から令和７年２月２１日（金）まで 

 

４　監査の方法 

　　令和５年度における予算及び事務事業の執行状況について、各部署から提出された調

査票と契約事務に係る書類等の関係資料を精査するとともに、関係職員から説明を聴

取する方法により実施した。 

　　また、各部署における時間外勤務や旅行命令の事務処理状況、取扱い現金等の保管状

況、備品類の管理状況等に係る実地監査を行った。 

 

５　監査の着眼点 

　　事務事業や予算の執行等について、関係法令等に合致しているか検証し、各事業等に

ついて、最少の経費により最大の効果が図られているか、組織・運営の合理化が図ら

れているか等に視点を置いて実施した。 

　　なお、重要リスク及び監査の着眼点については、監査対象に係るリスク、内部統制の

状況を踏まえ、「契約事務」「取扱い現金等」「旅費」「人件費（時間外）」「書類、

情報の管理」「財産管理」を重点・準重点と設定した。 

 

６　監査の結果 

　　各部署における事務事業や予算の執行について、いずれも関係法令等に基づき概ね適

正に執行されているものと認められる。 

ただし、契約事務に関して、書類の不備等の軽微な誤りが見られたため、関係職員

に対し改善するよう指導した。 

 



◎市民課 

　(1) 令和６年度職員数 

　　　会計年度任用職員　２１人（＋４）　　　　　　　　　　　　※育児休暇２名含む 

 

(2) 事務事業 

　　　戸籍管理事業、住民基本台帳事業、印鑑登録事業、コンビニエンスストア証明書交

付事業、旅券事務事業、広域斎場負担事業 

 

　(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　　令和５年４月から令和６年３月までの時間外勤務時間の合計は８１７５時間０５分

で、時間外勤務が最も多い者で８５４時間、最も少ない者で３０時間３０分となっ

ている。時間外勤務を必要とした主な理由は、町名地番変更の処理業務や、マイナ

ンバーカードに関する事務等であった。 

　　　旅行命令の処理状況については、概ね適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、主なものとして戸籍情報システム改修業務委託やＩＣ旅券用

交付窓口端末購入等があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金については各種証明手数料やコピー代等が、金券類については定額小為替や切

手、はがきの取扱いがあり、適正に管理されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課長 係長 主査 副主査 主任 主事 前年度比

 １ ２ ２ ２ ６ ５ ＋１



◎都市計画課 

　(1) 令和６年度職員数 

　　　※令和５年度の組織機構の見直しにより、都市計画課と開発建築課に分かれたため、 

前年度と比べて職員数が減少した。 

会計年度任用職員　０人（±０） 

 

(2) 事務事業 

都市計画決定・変更事業、都市計画情報提供事業、都市づくり推進事業、吉川中

央土地区画整理促進事業、公園維持管理事業、公園整備事業、緑化推進事業 

 

(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　令和５年４月から令和６年３月までの時間外勤務時間の合計は１０９８時間１０

分で、時間外勤務が最も多い者で３３７時間３０分、最も少ない者で４２時間３０

分となっている。時間外勤務を必要とした主な理由は、アクアパークのリニューア

ル等の公園でのイベントや、公園維持管理事業に係る事務処理等であった。 

　　　旅行命令の処理状況については、概ね適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、アクアパークスケートボードセクション設置工事や吉川市都

市計画図印刷業務等があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金については、都市計画手数料や地図代、コピー代の取扱いがあり適正に管理さ

れていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課長 副主幹 主査 主任 主事 前年度比

 １ ３ ２ ２ ５ －６



◎水道課 

　(1) 令和６年度職員数 

　　　会計年度任用職員（専門調整幹）０人（－１）　　　　　　　※育児休暇２名含む 

 

(2) 事務事業 

水道経営管理事業、庁舎維持管理事業、広報広聴事業、水道料金徴収事業、給配

水管維持管理事業、浄配水場施設管理事業、県水受水事業 

 

(3) 時間外勤務、出張、契約、金銭処理状況 

　　令和５年４月から令和６年３月までの時間外勤務時間の合計は１０３８時間１５

分で時間外勤務が最も多い者で３１７時間、最も少ない者で８時間３０分となって

いる。時間外勤務を必要とした理由は、給配水管維持管理事業や浄配水場施設管理

事業における現場対応等であった。 

　　　旅行命令の処理状況については、概ね適正に処理されていた。 

　　　契約事務については、南配水場監視制御盤他更新工事や市街地石綿管布設替工事等

があり、概ね適正に処理されていた。 

　　　現金の取扱いは無く、金券類については切手と定期預金証書の取扱いがあり、適正

に管理されていた。

 課長 主査 副主査
主任 
専門員

主任 主事 技師 前年度比

 １ ３ ３ １ ３ １ １ ＋１


